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分の授業を 2 回から 6 回の構成（ただし単位取得予
約型授業は 8 回）とすること，授業は複数の教員に
よるオムニバス形式も可能という条件で実施されて
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表 1 「コンピュータ，役に立ちます」の実施状況 
 2011 年度前期「コンピュータ，役に立ちます」   2015 年後期「コンピュータ，もっと役に立ちます」 
第 1 講 コンピュータを使った問題解決 廣田千明  第 1講 野球の打順解析 廣田千明 
第 2 講 パケットの中身をみてみよう 寺田裕樹  第 2講 バーチャルな世界を創る 寺田裕樹 
第 3 講 インターネットで動くソフトを作ろう 能登谷淳一  第 3講 インターネットで動くソフトを作ろう（前編） 能登谷淳一 
第 4 講 音の仕組み，音を作る（創る）には 渡邉貫治  第 4講 インターネットで動くソフトを作ろう（後編） 能登谷淳一 
第 5 講 折り紙で幾何学 松下慎也     
       
 2012 年度前期「コンピュータ，役に立ちます」   2016 年前期「コンピュータ，役に立ちます」 
第 1 講 コンピュータを使った問題解決 廣田千明  第 1講 コンピュータを使った問題解決 廣田千明 
第 2 講 パケットの中身をみてみよう 寺田裕樹  第 2講 パケットの中身をみてみよう 寺田裕樹 
第 3 講 音の仕組み，音を作る（創る）には 渡邉貫治  第 3講 音の仕組み，音を作る（創る）には 渡邉貫治 
第 4 講 折り紙で幾何学 松下慎也  第 4講 タブレット端末を使ったロボット制御 松下慎也 
第 5 講 コンピュータを使って重要な経営情報をつかもう！ 工藤周平  第 5講 プログラムを作ってみよう 橋浦康一郎 
       
 2012 年度後期「コンピュータ，もっと役に立ちます」   2017 年前期「コンピュータ，役に立ちます」 
第 1 講 野球の打順解析 廣田千明  第 1講 コンピュータを使った問題解決 廣田千明 
第 2 講 バーチャルな世界を創る 寺田裕樹  第 2講 パケットの中身をみてみよう 寺田裕樹 
第 3 講 ヘッドホンで立体音響システムの実現 渡邉貫治  第 3講 音の仕組み，音を作る（創る）には 渡邉貫治 
第 4 講 インターネットで動くソフトを作ろう（前編） 能登谷淳一  第 4講 タブレット端末を使ったロボット制御 松下慎也 
第 5 講 インターネットで動くソフトを作ろう（後編） 能登谷淳一     
       
 2013 年度前期「コンピュータ，役に立ちます」   2017 年度後期「コンピュータ，もっと役に立ちます」 
第 1 講 コンピュータを使った問題解決 廣田千明  第 1講 コンピュータシミュレーション 廣田千明 
第 2 講 パケットの中身をみてみよう 寺田裕樹  第 2講 バーチャルな世界を創る 寺田裕樹 
第 3 講 音の仕組み，音を作る（創る）には 渡邉貫治  第 3講 プログラムを作ってみよう 橋浦康一郎 
第 4 講 折り紙で幾何学 松下慎也  第 4講 生物から学ぶ人工知能 伊東嗣功 
第 5 講 コンピュータを使って重要な経営情報をつかもう！ 工藤周平     
       
 2013 年後期「コンピュータ，もっと役に立ちます」    2018 年度前期「コンピュータ，役に立ちます」  
第 1 講 野球の打順解析 廣田千明  第 1講 コンピュータを使った問題解決 廣田千明 
第 2 講 バーチャルな世界を創る 寺田裕樹  第 2講 パケットの中身をみてみよう 寺田裕樹 
第 3 講 インターネットで動くソフトを作ろう（前編） 能登谷淳一  第 3講 音の仕組み，音を作る（創る）には 渡邉貫治 
第 4 講 インターネットで動くソフトを作ろう（後編） 能登谷淳一  第 4講 タブレット端末を使ったロボット制御 松下慎也 
       
 2014 年前期「コンピュータ，役に立ちます」    2019 年度前期「コンピュータ，役に立ちます」  
第 1 講 コンピュータを使った問題解決 廣田千明  第 1講 コンピュータを使った問題解決 廣田千明 
第 2 講 パケットの中身をみてみよう 寺田裕樹  第 2講 パケットの中身をみてみよう 寺田裕樹 
第 3 講 音の仕組み，音を作る（創る）には 渡邉貫治  第 3講 音の仕組み，音を作る（創る）には 渡邉貫治 
第 4 講 折り紙で幾何学 松下慎也  第 4講 タブレット端末を使ったロボット制御 松下慎也 
第 5 講 コンピュータを使って重要な経営情報をつかもう！ 工藤周平     
       
 2014 後期「コンピュータ，もっと役に立ちます」    2019 年度後期「コンピュータ，もっと役に立ちます」  
第 1 講 野球の打順解析 廣田千明  第 1講 コンピュータシミュレーション 廣田千明 
第 2 講 バーチャルな世界を創る 寺田裕樹  第 2講 バーチャルな世界を創る 寺田裕樹 
第 3 講 インターネットで動くソフトを作ろう（前編） 能登谷淳一  第 3講 プログラムを作ってみよう 橋浦康一郎 
第 4 講 インターネットで動くソフトを作ろう（後編） 能登谷淳一  第 4講 生物から学ぶ人工知能 伊東嗣功 
       
 2015 年前期「コンピュータ，役に立ちます」      
第 1 講 コンピュータを使った問題解決 廣田千明     
第 2 講 パケットの中身をみてみよう 寺田裕樹     
第 3 講 音の仕組み，音を作る（創る）には 渡邉貫治     
第 4 講 折り紙で幾何学 松下慎也     
第 5 講 プログラムを作ってみよう 橋浦康一郎     
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図 1 ファッションコーディネートの様子 
 
 






























図 3 パケットキャプチャの例 
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図 4 講義スライドの例 
(b) 正弦波の知覚 (a) スピーカの構造 
(c) 工学的応用の例 
図 5 多目的音響実験室（無響室） 
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 この講義では，LEGO Mindstorms Ev3 （以下では，
単に Ev3 と略す），タブレット端末でプログラムが
































































図 7 正多角形描画のプログラム例 
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図 8 本講座と関わりのある生物の単元 
 
図 9 生物から学ぶ人工知能で使用したスライド 
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在までの受講者数は表 2 に示す通りである．1 回の
平均でみると，「コンピュータ，役に立ちます」は






































2011年度前期 10 13 
2012年度前期 5 11 
2012年度後期 5 － 
2013年度前期 2 12 
2013年度後期 3 － 
2014年度前期 10 15 
2014年度後期 7 － 
2015年度前期 3 13 
2015年度後期 4 － 
2016年度前期 3 16 
2017年度前期 1 23 
2017年度後期 7 － 
2018年度前期 6 18 
2019年度前期 3 16 
2019年度後期 3 － 
合計 72 137 
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情報 建築 経営 アグリ 計(b) 
2011 前期 10 10 0 1  0 0 0 1 10.0% 
2012 
前期 4 4 1 0 0 1 0 2 50.0% 
後期 5 5 0 0 0 1 0 1 20.0% 
2013 
前期 2 2 0 0 0 0 0 0 0.0% 
後期 3 3 0 0 0 0 0 0 0.0% 
2014 
前期 10 10 0 0 1 2 1 4 40.0% 
後期 7 7 0 0 1 0 1 2 28.6% 
2015 
前期 3 3 0 0 0 1 0 1 33.3% 
後期 4 4 0 0 0 1 0 1 25.0% 
2016 前期 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 
2017 
前期 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 
後期 7 7 0 0 1 0 0 0 1 14.3% 
2018 前期 5 5 0 0 2 0 1 0 3 60.0% 
2019 
前期 3 3 0 0 0 0 0 1 1 33.3% 
後期 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 
のべ  70 67 1 1 3 2 7 3 17 25.4% 
実数  65 62 1 1 3 1 7 2 15 24.2% 
 














情報 建築 経営 アグリ 計(b) 
2011 前期 13 13 0 2 
 
0 1 0 3 23.1% 
2012 前期 11 11 1 1 0 0 0 2 18.2% 
2013 前期 12 12 1 1 0 0 0 2 16.7% 
2014 前期 15 15 1 1 0 1 0 3 20.0% 
2015 前期 13 13 0 2 0 1 0 3 23.1% 
2016 前期 16 16 0 0 1 0 0 0 1 6.3% 
2017 前期 23 23 0 1 6 0 1 0 8 34.8% 
2018 前期 18 15 1 1 1 0 0 0 3 20.0% 
2019 前期 22 6 0 1 1 0 0 1 3 50.0% 
のべ  143 124 4 10 9 0 4 1 28 22.6% 
実数  142 123 4 10 9 0 4 1 28 22.8% 
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表 5 入学者数の比較 
 未入学者 入学者 計 
コンピュータ 47 15 62 























表 6 アンケート項目 
番号 質問内容 
質問 1 科目分野の関心は高まりましたか 




期 受講者数 回答数 回答率 
2011前期 10 10 100.0% 
2012前期 5 4 80.0% 
2012後期 5 － － 
2013前期 2 2 100.0% 
2013後期 3 2 66.7% 
2014前期 10 9 90.0% 
2014後期 7 7 100.0% 
2015前期 3 3 100.0% 
2015後期 4 4 100.0% 
2016前期 3 2 66.7% 
2017前期 1 1 100.0% 
2017後期 7 7 100.0% 
2018前期 6 3 50.0% 
2019前期 3 3 100.0% 
2019後期 3 3 100.0% 
計 72 60 83.3% 
 
表 8 「C 言語プログラミング」のアンケートの回
収率 
期 受講者数 回答数 回答率 
2011前期 13 11 84.6% 
2012前期 11 － － 
2013前期 12 9 75.0% 
2014前期 15 9 60.0% 
2015前期 13 － － 
2016前期 16 13 81.3% 
2017前期 23 15 65.2% 
2018前期 18 10 55.6% 
2019前期 16 4 25.0% 
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表 9 科目分野の関心の比較 
 否定群 肯定群 計 
コンピュータ 14 46 60 
C 言語 13 58 71 




ーシアムのアンケート（表 6）の質問 2 について,
「参考にならなかった」と「どちらもでない」を否
定群とし，「参考になった」を肯定群として分類した






表 10 進路の決定に役立っているかどうかの比較 
 否定群 肯定群 計 
コンピュータ 21 39 60 
C 言語 27 44 71 





































 令和 2 年 6 月 30 日受付 
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関 心 が な
くなった 
変 わ ら な
い 
関 心 が わ
いた 
2011前期 0 2 8 
2012前期 － － － 
2012後期 0 1 3 
2013前期 0 0 2 
2013後期 0 2 0 
2014前期 0 1 8 
2014後期 0 2 5 
2015前期 0 1 2 
2015後期 0 1 3 
2016前期 0 0 2 
2017前期 0 0 1 
2017後期 0 2 5 
2018前期 0 1 2 
2019前期 0 0 3 
2019後期 0 1 2 
計 0 14 46 
 
付録 B 
「C 言語プログラミング」の質問 1の回答 
期 
関 心 が な
くなった 
変 わ ら な
い 
関 心 が わ
いた 
2011前期 0 3 8 
2012前期 － － － 
2013前期 0 2 7 
2014前期 0 0 9 
2015前期 － － － 
2016前期 0 3 10 
2017前期 0 3 12 
2018前期 0 2 8 
2019前期 0 0 4 













2011前期 1 4 5 
2012前期 － － － 
2012後期 0 0 4 
2013前期 1 1 0 
2013後期 0 0 2 
2014前期 0 0 9 
2014後期 0 2 5 
2015前期 0 1 2 
2015後期 0 0 4 
2016前期 1 1 0 
2017前期 0 0 1 
2017後期 0 0 7 
2018前期 2 1 0 
2019前期 3 0 0 
2019後期 3 0 0 
計 11 10 39 
 
付録 D 








2011前期 2 1 8 
2012前期 － － － 
2013前期 0 0 9 
2014前期 0 0 9 
2015前期 － － － 
2016前期 1 4 8 
2017前期 2 3 10 
2018前期 7 3 0 
2019前期 4 0 0 
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Computers Are Useful: A High School-University Collaborative Course
Designing Effective High School-University Collaborative Courses
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Two High school-university collaborative courses, Computers Are Useful and Computers Are Very Useful, were held for approximately ten years. 
These courses employed an omnibus style and were taught by multiple faculty members who explained their research in an easy-to-understand 
manner. Through these courses, instructors aim to increase the awareness of the high school students who have attended the courses by promoting 
interest in computers and assisting them in determining their career path. This paper reviews high school-university collaborative courses an 
analysis the outcomes. 
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